








研究目的 

神経芽細胞腫のマススクリーニングの普及にともない、我が国における本症の漸減および

年齢分布の変化が期待される。その実態を把握することを目的とした。 

研究目的 

大田区における神経芽細胞腫を早期発見するためスクリーニングする。 


